
 

さぬきうどんの産地は、評価の高い麦産地です！ 
讃岐はさぬきうどんを育てた麦産地として昔から評価が
高く、はだか麦も全国第３位の生産を誇ります。 

 【歴史】 
日本で麦が栽培されるようになったのは 4 世紀末から 5 世紀初
め、朝鮮から伝来したと言われています。 
【香川県での歴史】 

江戸の中期（1713 年）に出版された『和漢三才図会』に「讃
州丸亀の産を上とす」とあるように、讃岐の国では、古く
から良質の小麦が生産されてきました。昭和に入ってから
も、香川県産の麦は、兵庫県産や岡山県産と並んで「三県
麦」と称されるなど、全国的に高い評価を得ていました。

【香川県産の特長】 
香川県での栽培は 2,280ha、8,710 ﾄﾝ（平成 20 年産）。 
（小麦 1,590ha、5,990 ﾄﾝ、はだか麦 693ha、2,720 ﾄﾝ） 
本県は気象・土壌条件などに恵まれたことから、水田裏作
の基幹作物として古くから麦が栽培されおり、現在でも実
需者からの評価・要望が高く、生産量の確保・拡大が求め
られています。 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
《主な産地》県内全域   

栽培カレンダー 
乾燥地帯に適している作物です。湿害に弱いので、特に播種期、生育期などには、排水対策が重要です。 

 1月 ２月 ３月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
小麦
（さぬきの夢）

はだか麦
（イチバンボシ）

出穂

出穂

 
                                    ●：種まき ■：収穫 

 

 

 
 
●麦の生育管理 
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■香川の麦開発物語 

①うどんは古くから讃岐の人々に親しまれてきました。
②昭和 30 年代を境に作柄の不安定等からうどんの原料
はそのほとんどを外国産に頼るようになりました。

③県産の小麦でさぬきうどんを食べたいという声が製
麺業者や消費者から聞こえてくるようになりました。 

④平成 3年から県農業試験場で「さぬきうどん」用の小
麦品種の育成にとりかかり、平成 13 年（2000 年）に
「さぬきの夢 2000」が誕生しました。 

⑤平成 21 年、「さぬきの夢 2000」の後継品種の栽培が
 スタートしました。 

■日本の麦の種類 
 用途 

小麦 
 
 
 

 

 

 

小麦粉に加工し、うどん 
やパン、菓子などに使用 
 
 
 

はだか麦 
 
 
 
 
 
 

 
麦味噌や麦ごはん、麦茶 
に使用 

二条大麦 ビール、焼酎の原料に使用 

六条大麦 麦ごはんや麦茶に使用 

 

 

 

 

 

 
押し麦 

 

 

【種まき】 
種を播く時と
同時に、排水溝
を作ります。 

 

【土入れ】 
生育中期、排水
促進、生育調整
のため、排水溝
から土をかき
あげます。 

■「さぬきの夢2000」の特徴 
 
○ゆでるとサッと現れる透き通った淡黄色と光沢がう
どんの外観を引き立てます。 

○今までにないモチモチとした食感が最大の特徴です。
つるりとした表面の「のどごし」のよいうどんに仕上
がります。 

○素朴な味わいの中に甘みがあり、風味も豊かです。な
つかしい小麦の香りがほんのりと漂います。 

 


